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参加者

社
会
福
祉
協
議
会
の
組
織
に
つ
い
て

⃝�
袖
ケ
浦
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
昭
和

41
年
11
月
に
法
人
格
を
取
得
し
ま

し
て
、千
葉
県
で
2
番
目
に
発
足
し

た
大
変
歴
史
の
あ
る
組
織
で
す
。市

区
町
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
は
、地

域
福
祉
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
中
核
的
な
団
体
と
い
う
こ
と

で
、社
会
福
祉
法
第
1
0
9
条
に
規

定
さ
れ
、住
民
主
体
の
理
念
に
基
づ

い
て
、共
に
生
き
る
豊
か
な
地
域
社

会
を
推
進
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
て

い
ま
す
。様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、例
え
ば
地
域
住
民・福
祉
団

体
と
協
力
し
た
住
民
同
士
の
支
え
あ

い
活
動
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、民
生

委
員
や
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
等
の
事
務

局
、赤
い
羽
根
の
共
同
募
金
運
動
、成

年
後
見
関
連
事
業
な
ど
行
政
か
ら
の

委
託
事
業
を
合
わ
せ
て
総
合
的
に
地

域
福
祉
活
動
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
市
内
6
地
区（
昭
和
、長
浦
、蔵

波
、根
形
、平
岡
、中
富
）で
サ
ロ
ン
活

動
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
の
事
業
展
開
も
行
い
、支
え

あ
い
活
動
に
よ
る
福
祉
の
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
役
所
と
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
割
と
は
?

⃝�

福
祉
を
必
要
と
す
る
方
へ
一
番
良
い

形
で
提
供
す
る
た
め
、双
方
の
役
割

が
あ
り
ま
す
。行
政
は
法
律
に
基
づ

い
た
部
分
で
や
っ
て
い
く
、我
々
民

間
団
体
は
法
律
に
基
づ
か
な
い
部
分

に
お
い
て
も
行
政
を
側
面
で
支
え

補
完
す
る
、両
方
の
力
を
合
わ
せ
お

互
い
手
を
携
え
て
進
め
て
い
く
こ
と

で
、福
祉
を
推
進
し
て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

最
近
市
民
の
方
か
ら
ど
の
よ
う
な
声
が

あ
る
の
か
?

⃝�

令
和
8
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

地
域
福
祉
活
動
計
画
を
作
成
す
る

た
め
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、高
齢
社
会

の
中
で
増
え
て
い
る
身
寄
り
の
な
い

高
齢
者
へ
の
対
応
が
必
要
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
災
害
が
激
甚

化
し
て
い
る
中
で
、大
勢
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
協
力
を
い
た
だ
き
、効
果

的
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

を
運
営
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

I
C
T
を
活
用
し
た
災
害
へ
の
対
応
に

つ
い
て
は
?

⃝�

大
き
な
災
害
が
あ
る
と
数
百
人
規

模
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
来
ま

市
議
会

市
議
会

××

社会福祉協議会とは
　地域住民やボランティア、福
祉関係者、行政機関等の協力を
得て、福祉の街づくりをめざす
民間の組織です。
　社会福祉協議会は、戦後間も
ない昭和２６年に、民間の社会
福祉活動の強化を図るため、全
国、都道府県に誕生しました。そ
の後、市町村へ組織を拡大（袖
ケ浦市は昭和４１年に設立）し、
福祉活動への住民参加を進め
ながら、現在まで一貫して地域
福祉活動の中心的役割を果たし
てきました。
　運営の原則は、地域の住民、
福祉関係者等の参加・協力を得
て、活動することを大きな特長と
し、民間組織としての自主性と、
広く住民や福祉関係者に支えら
れた公共性という、二つの側面
を併せた組織です。

座談会
みんなのひろば

事務局長 山
や ま が み

上 拓
た く や

也 会長 森
も り お か

岡 かおり

事務局次長 手
て じ ま

島 陽
よ う い ち

一 常務理事 杉
す ぎ う ら

浦 弘
ひ ろ き

樹

ボッチャで交流会ボッチャで交流会

出前講座出前講座

略して社
しゃきょう

協

袖
ケ
浦
市

袖
ケ
浦
市

社
会
福
祉

社
会
福
祉

協
議
会

協
議
会

そでりん
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す
。受
付
前
に
並
ん
で
個
人
情
報
を

書
い
て
も
ら
い
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保

険
を
か
け
る
な
ど
の
登
録
を
行
っ
て

か
ら
活
動
に
出
発
し
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、そ
こ
に
辿
り
着
く
ま
で
の

待
ち
時
間
が
長
い
こ
と
が
課
題
と
し

て
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
I
C
T
を
活

用
し
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ク
ラ

ウ
ド
上
で
個
人
情
報
を
入
力
し
て
受

付
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
保
険
に
入

る
な
ど
の
仕
組
み
が
、県
下
全
体
で

少
し
ず
つ
進
ん
で
い
ま
す
。我
々
も

今
年
度
か
ら
導
入
し
て
訓
練
に
活
用

し
、備
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

民※

生
委
員・児
童
委
員
の
な
り
手
が

い
な
く
な
っ
て
い
る
原
因
に
つ
い
て

⃝�

ひ
と
昔
前
は
60
歳
が
定
年
で
、60
歳

か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
地
域
を
支
え

る
活
動
を
始
め
て
み
よ
う
と
い
う
流

れ
が
あ
り
ま
し
た
。今
は
定
年
延
長

や
年
金
受
給
年
齢
の
引
き
上
げ
、老

後
不
安
の
解
消
と
し
て
働
き
続
け
る

人
が
増
え
て
き
て
い
る
な
ど
、民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
な
り
手
を
と
り

ま
く
環
境
の
変
化
が
大
き
く
影
響
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

市
に
何
か
提
案
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
?

⃝�

様
々
な
事
業
活
動
を
し
て
い
ま
す
の

で
、「
こ
う
い
う
活
動
が
必
要
な
の
で

は
」と
か
、常
時
行
っ
て
い
る
事
業
で

も
、「
こ
う
リ
メ
イ
ク
を
し
た
方
が
よ

り
住
民
に
と
っ
て
い
い
の
で
は
」と

か
、日
常
的
に
市
と
は
信
頼
関
係
に

基
づ
い
て
意
見
交
換
し
て
、少
し
で

も
事
業
が
良
く
な
る
よ
う
に
努
め
て

い
ま
す
。

⃝�

地
域
に
根
差
し
て
顔
の
見
え
る
関
係

を
培
う
こ
と
で
実
体
験
や
様
々
な
情

報
が
多
々
あ
る
の
で
、そ
の
よ
う
な

と
こ
ろ
を
市
へ
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
?

⃝�

い
つ
も
表
紙
の
写
真
が
、す
ご
く
き

れ
い
に
撮
れ
て
い
ま
す
ね
。

⃝�

カ
ラ
ー
が
ぱ
っ
と
目
を
引
き
付
け
ま

す
ね
。

さ
い
ご
に
…

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
は
、行
政
で
は

手
の
行
き
届
か
な
い
と
こ
ろ
を
補
完
し

て
、お
困
り
の
方
々
や
高
齢
者
等
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
感
謝
い

た
し
ま
す
。一
方
で
、福
祉
全
般
を
下
支

え
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
が
足
り

な
い
状
況
に
あ
る
事
は
、切
実
な
問
題

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。今
後
一
層
、社

会
福
祉
協
議
会
の
活
動
を
広
く
知
っ
て

も
ら
い
、地
域
に
根
ざ
し
た
福
祉
活
動

の
裾
野
が
広
が
り
、多
く
の
方
が
協
力

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。（

座
談
会
担
当：稲
毛
、小
島
）

袖
ケ
浦
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
つ
い
て
は

☎︎
0
4
3
8（
6
3
）3
8
8
8

お
問
い
合
わ
せ

（
ぜ
ひ
社
協
H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

成年後見制度研修会成年後見制度研修会

地区社協バスハイク地区社協バスハイク座談会全景座談会全景

災害ボランティアセンター運営訓練災害ボランティアセンター運営訓練

※�

民
生
委
員
：
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
お
い
て
、常
に
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
相

談
に
応
じ
、必
要
な
援
助
を
行
い
、社
会
福
祉
の
増
進

に
努
め
る
方
々
。

※�

児
童
委
員
：
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
、子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、子
育
て

の
不
安
や
妊
娠
中
の
心
配
ご
と
な
ど
の
相
談
・
支
援
等

を
行
う
方
々
で
民
生
委
員
が
兼
務
し
て
い
ま
す
。
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　建設経済常任委員会では、第2期君津地域広域廃棄物処理事業の進捗状況について、事業概要の確認及び
現地調査を行いました。

　子どもたちの豊かな育ちと学びを支援する教育関係団体千葉県連絡会から提出された2件の陳情に
ついて、全員賛成で採択され、国へ意見書が提出されました。

事業概要
（１）発注者
	 木更津市、君津市、富津市、袖ケ浦市、
	 鴨川市、南房総市、鋸南町
（２）事業者
	 株式会社上総安房クリーンシステム
（３）建設地
	 富津市新富２１－３
（４）処理方式
	 低炭素型ガス化溶融方式
	 （発電出力12,100kW）
（５）施設規模
	 486トン/日（162トン/日×3炉）

（６）運営期間
	 令和9年4月～令和29年3月

建 設 経 済 常 任 委 員 会 所 管 事 務 調 査

第２期君津地域広域廃棄物処理事業の進捗状況について

教育予算に関する陳情教育予算に関する陳情陳情 採択

現地調査の様子現地調査の様子

施設イメージ施設イメージ

◆�「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する陳情書
◆�「国における2027年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する陳情書

⃝�子どもたち一人ひとりにきめ細やかな指導をするため、公立義務教育諸学校及び公立高等学校等
の教職員定数を改善する計画を早期に策定・実現すること。

⃝�安心して学校生活を送れるよう、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー等相談体
制を充実させること。

⃝�安全・安心で個別最適な学びを実現する施設環境の整備にむけ、バリアフリー化や、洋式・多目的
トイレ、空調設備設置等の公立学校施設整備費を充実すること。

⃝�GIGAスクール構想を着実に推進し、学校現場における様々な課題に対応できる環境を整えること。
など、全8項目
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令和８年6月定例会の議決結果令和８年6月定例会の議決結果
6月定例会において議案14件、陳情2件、発議案2件が審6月定例会において議案14件、陳情2件、発議案2件が審
議されました。賛否が分かれた案件は下記のとおりです。議されました。賛否が分かれた案件は下記のとおりです。

⃝議長は、地方自治法第116条の規定により、採決に加わりません。⃝議長は、地方自治法第116条の規定により、採決に加わりません。
⃝議案名中の「袖ケ浦市」及び、「〜について」は省略表示してあります。⃝議案名中の「袖ケ浦市」及び、「〜について」は省略表示してあります。
⃝詳細については袖ケ浦市ホームページでご確認ください。⃝詳細については袖ケ浦市ホームページでご確認ください。
袖ケ浦市ホームページ袖ケ浦市ホームページ　https://www.city.sodegaura.lg.jp　https://www.city.sodegaura.lg.jp

議　案　等

議
決
結
果

付
託
委
員
会

山
本　
浩
太
郎

鈴
木　
嵩
人

小
島　
仁
美

髙
橋　
大
志

田
丸　
有
輝
子

渡
辺　
あ
ゆ
み

佐
藤　
博
文

伊
東　
章
良

木
村　
淑
子

稲
毛　
茂
徳

湯
浅　
榮

根
本　
駿
輔

山
口　
進

在
原　
直
樹

小
国
勇（
議
長
）

緒
方　
妙
子

励
波　
久
子

佐
藤　
麗
子

笹
生　
猛

榎
本　
雅
司

塚
本　
幸
子

篠
﨑　
典
之

国民健康保険税条例の一部を改正する条例
の制定 可決 文教 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ●

議決結果は
こちらから

→

賛否が分かれた案件　　賛否が分かれた案件　　○＝賛成  ●＝反対○＝賛成  ●＝反対

全会一致で原案可決
等された議案 17件

永年にわたり地方自治の発展に寄与した功績により、
全国市議会議長会から表彰されました。

議員10年以上

山口　進
議員

永年在職議員表彰永年在職議員表彰

⃝条例の一部改正…………… 10件
⃝契約の締結…………………… 1件
⃝専決処分の承認……………… 3件
⃝陳情…………………………… 2件
⃝発議案………………………… 2件

合計　18件　　　その他　報告4件

6月定例会6月定例会
会 期  6/9~6/26　18日間

袖ケ浦市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定についてPick up

反対討論 賛成討論
⃝「子ども・子育て支援金」を、無関係な医療保険

から徴収すること。課税限度額が毎年のように
引き上げられていること。協会けんぽと比べて
2倍以上も高い負担額となっていることなど、
物価高騰が市民生活を直撃している中、国保
税の値上げは、生活・医療に直結するもので、
法定外繰り入れを復活させ値上げを回避すべ
きであり反対する。

⃝�国民健康保険制度を将来にわたり安定的に運
営し、市民の健康を支えるため、制度の持続可
能性の確保、子育て支援を含めた公平な負担
への配慮等を評価し、賛成する。

⃝�国民健康保険税の引き上げは市民生活へ大き
く影響するものの、基金残高が減少する中、安
定した医療保険制度を維持するためにはやむ
を得ない改正として賛成する。

※委員会、本会議において行われた討論の主な部分を要約しています。

こんなことが
決まりました



研究する行政視察を実施しています。４、５月に実施した視察について報告します。
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　芽室町議会では、既に10年も前から議会活性
化計画書を策定しているとのことで視察に伺い
ました。議会活性化計画書は議会運営委員会、総
務経済常任委員会、厚生文教常任委員会の所管別
になっていますが、どの委員会でも基本的な進め
方は共通でした。平成25年議会基本条例の制定
から始まり同時に①政治倫理条例制定、②議会会
議条例制定、③通年議会制の導入、④文書質問制
度スタート、⑤傍聴者への配慮、⑥議会改革諮問
会議、⑦議会だより通年発行をスタートさせてい
ます。本市としても、必要なところは取り入れて
いきます。
　帯広市のDX推進を視察し、1市3町の広域連携、
事業を見直す「トリミング」による人員・時間の再配
置、生成AIや窓口予約、不登校支援メタバースの活
用を確認しました。本市は既に高いデジタル実装率
を有する強みを活かしつつ、浮いた時間を相談業
務など対人サービスへ振り向け、住民の幸福度向
上につながるDXを進める必要があります。また、近
隣自治体と現場レベルで情報共有する横のつなが
りも、本市の広域連携の参考となりました。

　白石市の「白石きぼう学園」は、不登校児童生徒
を対象とした東北初の学びの多様化学校です。

「学校らしくない学校」をコンセプトに、子どもの
自己選択・自己決定を尊重しながら、一人ひとり
の状況に応じた学習支援や居場所づくりを実践
していました。教育支援センターと連携し、多様
な学びを保障する取り組みは、本市における不登
校支援を考える上で大変参考になりました。
　岩沼市では、高齢者支援と地域の絆づくりにつ
いて学びました。介護予防と買物支援を組み合わ
せた「お買い物ミニデイ事業」や、専門職による運
動指導を行う「健幸いきいき広場」など、健康づく
りと社会参加を促進する取り組みが行われてい
ました。また、シニアクラブによる見守り活動や
多世代交流など、高齢者が地域で活躍する仕組み
も構築されていました。今回の視察で得た知見
を、本市の教育・福祉施策のさらなる充実に活か
していきます。

議会改革・活性化と行政手続きの
オンライン化・業務効率化に向けた

取組について
学びの多様化学校と

高齢者支援・地域の絆づくりを視察

総務企画常任委員会文教福祉常任委員会
北海道　芽室町・帯広市宮城県　白石市・岩沼市

白石市での視察の様子白石市での視察の様子

芽室町での視察の様子芽室町での視察の様子

岩沼市での視察の様子岩沼市での視察の様子 帯広市での視察の様子帯広市での視察の様子
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　多賀城市では、JR国府多賀城駅の近傍にスポー
ツ公園整備を進め「TAGAJYO CENTRAL PARK」
を令和8年3月に開場いたしました。従来の体育施
設に捉われず、スケートボード等のアーバンスポー
ツを選択し、幼い子から大人が憩いの場や運動の
場として利用しており、袖ケ浦市においても、長浦
駅に隣接した臨海スポーツセンターの老朽化に伴
い、プロポーザルを行うなど新たな施設への転換
が課題化しており参考となる点が大いに感じられま
した。
　100万人都市である仙台市では、容器包装プラ
スチックの収集事業を元々展開していたことから、
先駆けて大臣認定スキームでの製品プラスチック
収集に取り組んでいるものの、家庭ゴミへの製品プ
ラスチックの混入など資源化への一層の周知が課
題であるとの事でありました。仙台市ではキャラク
ターを活用した啓発「ワケルくん」「ワケルネット」な
ど周知活動は幅広く認知されていても、分別の徹
底は道半ばであるとの説明でありました。今後、袖
ケ浦市で廃プラスチック回収に取り組む上での課
題整理や手法など大いに参考になりました。

　議会広報特別委員会では5月19日、千葉県茂原
市議会を訪問し、広報活動のあり方を視察しまし
た。本市が目指す「手に取ってもらえる広報誌」の
実現に向けた調査のためです。
　茂原市では近年、全ページフルカラー化を導入
し、予算の推移をグラフで見せるなど、徹底して

「視認性」を高める工夫がなされていました。表紙
以外のページもカラー化されているため、記事の
イラストや見出し、写真などもカラフルで読みや
すくなっていました。発行部数の調整により、コ
ストを抑えながら、全ページカラー化を実現する
実務的な手法も学びました。また、本市同様にQR
コードでスマートフォンなどから各議員の質問
動画へアクセスできるなど視聴者数の増加の努
力をしているとのことでした。
　今回の視察で得たわかりやすさの追求と、いっ
そうの「デジタル連動」の知見を生かし、皆さまに
議会をより身近に感じていただける広報紙づく
りに向け、具体的な改善を検討していきます。

駅近傍のスポーツ公園整備・
製品プラスチック回収事業の

先進地を視察
よりわかりやすく、身近な広報誌へ

建設経済常任委員会議会広報特別委員会
宮城県　多賀城市・仙台市千葉県　茂原市

多賀城市での視察の様子多賀城市での視察の様子

仙台市での視察の様子仙台市での視察の様子

茂原市での視察の様子①茂原市での視察の様子①

茂原市での視察の様子②茂原市での視察の様子②
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取手市での視察の様子①取手市での視察の様子①

取手市での視察の様子②取手市での視察の様子②

　一般質問とは、皆さんの生活にかかわる大
切な内容について、議員が市長などに考えを
聞くものです。議員本人がQ&Aを要約し作
成した原稿を質問者順に掲載しています。
　未掲載の内容も含め、一般質問の様子を
ホームページで録画配信中ですのでご覧く
ださい。会議録は9月頃に掲載予定です。

市政を
問う

14人が

一 般
質 問

　本会議映像のインターネットライブ中継をしています。
ご自宅などのパソコン、スマートフォン、タブレット端末
などで本会議の映像がリアルタイムでご覧いただけます。
ぜひ、ご覧ください。
　併せて、議案資料等のホームページでの公開もしています。

（録画配信については、会議終了後約１週間で公開します）
　傍聴時に音声機器の貸し出しをしていますので、必要な
方は議会事務局までお申し付けください。

〒299-0292　袖ケ浦市坂戸市場1-1
Tel	0438-62-3450　Fax 0438-63-5130
* sode32@city.sodegaura.chiba.jp

録画配信はこちらから→

「議会のひろば」より

　各議員のQRコードから一般質問の映
像が閲覧できます。会議録は市議会ホー
ムページで閲覧できます。

会議録はこちらから→

袖ケ浦市議会 検索

　茨城県取手市議会を訪問し、「委員会・一般質問
のオンライン化」および「議長選挙における所信
表明」について調査しました。
　取手市議会では、Zoomを活用したハイブリッ
ド型委員会を実施しており、電子表決システムで
は通信不良と区別するための「棄権」ボタンを設
けるなど、運用上の工夫が見られました。また、
360度カメラによる委員会のYouTube配信も行
われ、バリアフリーの観点からも好評を得ている
とのことでした。
　また、一般質問でも令和5年にオンライン制度
を導入。公務・疾病・育児等の事情がある議員が、
開始1時間前までに申し出ることで自宅等から質
問できる仕組みです。
　議長・副議長選挙では、候補者が選挙前に所信
表明を行う制度を平成24年から導入し、透明性
の向上と説明責任の確保に役立てています。本市
議会においても参考となる取組と考えます。

議会の更なるオンライン対応と
議長選挙の透明化

議会運営委員会
茨城県　取手市



議会だよりそでがうら 議会のひろば
2026年8月1日

9

塚
つ か

本
も と

 幸
さ ち

子
こ

議員
無会派の会

質問項目
⃝�（仮称）かずさインターチェンジの具現化と内
陸部への企業誘致について

⃝�再生資源物の屋外保管事業場と不法投棄の対応
策について

ＱＨ１９年に設置決定している
（仮称）かずさ※ＩＣの早期具現化を

A 経済効果は大きいので、今後も国や
県に早期事業化を要望していきます

Ｈ２１年度に予備設計実施以降も、着工に至らず
以前よりも進展がみられるのか。これまでの動きは。
予備設計が実施されましたが、事業着手に至っていま
せん。市では、早期事業化の要望活動を行っています。
スマートＩＣと通常のＩＣとでは何が異なるのか。
スマートＩＣは設置を希望する自治体等が事業の主
体となり、費用の一部を負担し整備を進めるもので
す。また、ＥＴＣ通行車に限定しており、料金所設備
等が簡易となることから、通常のＩＣに比べ、一般的
に整備期間は短く、費用も安価となる傾向があります。
県へも事業費負担を働きかけ、早期開通の糸口を
スマートＩＣのほうが早く整備できるのなら、早期の
開通を優先させ企業誘致に取り組み、地域経済活性化
につなげたほうがよいのではないか。
スマートＩＣは考えていません。県に対しても早期事
業化の要望を継続していきます。
どのような企業をどこに誘致するかなどの目標を持っ
ているのか。誘致のための計画を持って広くプレゼン
テーションの機会をつくらないか。
企業誘致に関する具体的な目標は持っていません。　
プレゼンテーションの場を持つ予定もありません。
再生資源物の屋外保管事業場　未だに条例違反
前回３月議会での質問以降、違反、不法投棄に具体的
に指導と改善計画をどうしてきたのか。
保管基準に不適合な状況を確認した場合には、直ちに
指導し、改善を求めていきます。都市計画法違反の３
事業場から是正計画書が提出されており、是正が適正
に行われるよう指導しています。
袖ケ浦ＩＣ近隣の不法投棄、土地所有者責任もある。
河川敷や民有地の持ち主の確認をするべきではないか。
県の所管業務なので、今後もその動向を注視します。

※ＩＣ：インターチェンジ

Q
A

Q
A

Q

A

￥Q

A

Q

A

Q

A

質問項目
⃝�職員のエンゲージメントの現状と課題について

田
た

丸
ま る

有
ゆ

輝
き

子
こ

議員
新袖の友

Ｑ職員のエンゲージメント調査の
現状と課題は

A 人事制度・職場改善など組織作りに
取り組みます

「家族や知人に本市で働くことを勧めたい」と回答し
た職員は２４％のみだった。どう改善を進めるのか。
研修の実施や昇任候補者試験の見直し、多面的評価と
窓口録画カメラ導入を検討し、取り組んでいきます。
「人員確保と適正配置」を求める声が３３件と最多
だった。分野変更を伴う大幅な異動ではなく、部内で
専門性や経験を積み重ねられるジョブローテーション
に見直していかないか。
希望を考慮するとともに、組織全体の状況を勘案した
人事配置に努めている中で、関連する部門に配属され
る期間が長くなる職員も存在し、専門性を高める配置
も行っています。
カスハラとパワハラの現状と対策は。
アンケートでカスハラを受けた又は見聞きしたことが
ある職員は４割でカスタマーハラスメント対策マニュ
アルを作成予定です。またＲ３年度にハラスメント防
止の指針を策定。５件のパワハラ対応をしました。相
談窓口は職員課と千葉県市町村公平委員会となります。

市長に問う！今こそ抜本的な組織改革を！！
職員が誇りとやりがいを持ち、自らの能力を市民サー
ビスに発揮できる組織を本気で目指すため、①全庁的
な業務の棚卸し、②相談や情報提供をしやすい体制整
備、③人材確保と定着を見据えた人事改革、④エン
ゲージメント調査の継続実施と目標設定、これらをス
ピード感を持って一体的に進めるべきではないか。
調査により職員の声を直接把握できました。組織全体
を見据えた人事配置と組織運営を行い、市民サービス
の向上と持続性の確保につなげるとともに、職員が誇
りを持って働ける環境づくりを検討していきます。

Q

A

Q

A

Q
A

Q

A
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質問項目
⃝�広域交通ネットワークの充実と戦略的な土地利
用による持続可能なまちづくりについて
⃝�保育施設における災害避難対策の具体化と進捗
状況について

質問項目
⃝�地域猫活動の支援と共生社会の実現について
⃝�自転車の安全利用と交通マナー向上について
⃝�市民の健康を守る取組について

髙
た か

橋
は し

 大
た い

志
し

議員
清風会

Ｑ※ＩＣ周辺の土地活用と
広域的な道路ネットワーク整備は

A 地区計画による産業誘致と
道路整備による交通分散を図ります

Ｑ地域猫活動をしている団体等への
支援は

A 新たに「さくらねこ無料不妊去勢手
術事業」の運用を実施しています

地域猫活動への支援・周知は
昨年度まで予算に計上されていた「地域猫活動団体等補
助金」が無くなったが、Ｒ８年度から活動団体等への支援
は、どのように行っていくのか。
昨年７月から試行している「さくらねこ無料不妊去勢
手術事業」を今年度から本格的に実施しています。
この事業の支援対象を伺う。
手術は「飼い主のいない猫」に限定され、手術後に里
親を探すことや譲渡は禁止。適正な管理など条件があ
り、県動物愛護推進員と職員が現地訪問し判断します。
活動について市民に理解してもらうため、ボランティ
ア証を付けて活動するべき。配布しないか。
ボランティア証の交付は有効ですが、管理体制などの
課題も想定されるため、先進事例を調査研究します。

自転車の安全利用のために
交通安全教室で自転車安全学習アプリを活用しないか。
現在は警察官講話とＤＶＤ視聴。今後調査研究します。
自転車用ヘルメット着用率向上と安全確保のため、再
度、購入費の助成を検討しないか。
Ｒ６年度に限定して実施し、理解の促進や普及の底上
げに一定の成果があったと考えており、計画通り事業
を終了しました。引き続き、啓発活動に努めます。
道路環境整備は不可欠。事故の多い箇所等に注意喚起
と安全確保のためカラー舗装など先行し施工しないか。
現地調査のうえ、安全対策を必要に応じて実施します。

帯状疱疹ワクチン接種助成の対象者拡大を
帯状疱疹ワクチン接種助成の対象者拡大を
まずは定期接種を確実に進めるため、現時点において
任意接種の助成は考えていません。

Q

A

Q
A

Q

A

Q
A
Q

A

Q

A

Q
A

ＩＣ周辺の土地活用と三番線通りのバイパス整備
施政方針にあるＩＣ周辺の土地活用の具体策は。
市街化調整区域における地区計画ガイドラインに基づ
き、ＩＣ周辺１km圏内で物流や観光施設等の立地を
図ります。
ＩＣ付近は市街化調整区域が多いがそのハードルをど
のように下げるか。
地域振興に寄与する土地利用について地区計画制度の
活用により規制誘導を図ります。
５０年以上続く市街化調整区域を廃止し市主体の
土地コントロールにしないか。
市街化調整区域の廃止は考えていません。
（仮称）かずさＩＣ整備による国道４０９号の交通量
増加の対策は。
三番線通りの整備により交通分散を図ります。
三番線通りについて今年度はどのような整備を行うか。
三番線通りとのぞみ野通りとの交差点部において歩道
の新設、道路拡幅工事を予定しています。
三番線通りと中川橋をつなぐ橋を設置しないか。
膨大な事業費が想定され、ＪＲ久留里線が隣接してい
る事から現時点では考えていません。
保育施設における避難対策の進捗状況は
昨年７月の津波注意報の際、指定避難所である昭和
小、中学校を開設しなかったのはなぜか。
注意報であった事から、まずは５交流センターの開設
を行ったものです。
考え得る全ての避難行動を市側から提案し、それを元
に各保育施設に決定して貰えないか。
保育施設に安全確保を行う義務があります。

※ＩＣ：インターチェンジ
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Q

A
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Q
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木
き
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よ し

子
こ

議員
公明党
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質問項目
⃝�地域公共交通について
⃝�有害鳥獣対策について

Ｑ本市における今後の有害鳥獣対策の
取組は

A 捕獲体制の充実と担い手育成を推進
していきます

地域公共交通の今後の方向性は
地域ごとの特性や将来的な人口動態を踏まえ、今後どの
ような考え方で公共交通施策を展開していくのか。
地域ごとの特性や移動ニーズを把握し、自家用車に依
存しない移動手段の確保や公共交通機関の乗継改善、
運行サービスの充実など、誰もが利用しやすい公共交
通環境の整備を進めます。また、次期地域公共交通計
画の策定や基礎調査を通じ、持続可能な公共交通ネッ
トワークの構築に取り組みます。

有害鳥獣対策の現状と今後の取組は
本市における有害鳥獣による被害や捕獲の現状はどう
か。また、捕獲体制の充実や担い手育成、県との連携
を含め、今後の有害鳥獣対策をどのように進めていく
のか。
農作物被害は前年度と比較して減少している一方、捕
獲状況ではイノシシの捕獲頭数が増加しています。今
後は、捕獲従事者の確保や担い手育成が重要と認識
し、わな猟免許取得支援や講習会の実施、地域対策組
織への支援を継続していきます。また、県との連携に
ついては、千葉県中南部地域市町村野生鳥獣対策会議
を通じて情報共有や要望活動を行い、広域的な対策を
推進します。

被害抑制に向けた対策強化は
市街地での出没や被害相談も見られる中、今後どのよ
うに対策強化を図っていくのか。
近年は市街地での出没や通報も増加傾向にあることか
ら、状況に応じた対応を行うとともに、防除と駆除を組み
合わせた取組を進め、今後も効果的な有害鳥獣対策に
ついて調査研究していきます。
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質問項目
⃝�市内体育施設の再整備を通じた地域拠点の活性
化や持続可能なスポーツ環境の構築について

⃝�本市が策定した地球温暖化対策実行計画について

Ｑ長浦駅前再整備の重視している点は

A 体育館維持し民間連携で複合施設へ

市内体育施設の再整備について
現在の体育館はコート外のスペースが狭く、空調もな
いため熱中症リスクが高い状況。再整備では安全スペ
ースを確保した正規の競技規格を満たすことおよび空
調完備を必須条件とすべきではないか。
安全確保や競技環境の向上、近年の熱中症対策など利
用者が安心してスポーツに親しめる環境整備は重要な
視点です。当市としてもそれらの視点を踏まえ、現在
整備手法について検討を進めています。
毎年約８億円の施設更新費が不足する中、ＰＦＩやネ
ーミングライツの導入、国庫補助金獲得のための省エ
ネ基準ＺＥＢ化やＺＥＢ Ｒｅａｄｙを必須条件とす
べきではないか。
民間の力を活かす整備手法や、ネーミングライツの導
入について、今後検討を進めてまいります。
市内カーボンニュートラルの施策について
先進的な営農型太陽光の導入には、大学や企業との連
携が重要。本市が農地を実証の場として提供し連携を
進めないか、課題と併せて伺う。
専門的知見が必要なため、民間等との連携を視野に検
討します。想定される課題は日射量減少による収量へ
の影響、農作業の効率低下、初期費用、地域の合意形
成、農業との両立の実現性などであります。
給食センターの※カーボンオフセットの取組を身近な
教材とし、児童や保護者へ周知するため、給食だより
や献立表へ記載しないか。
給食センターでの取組周知は、市のカーボンニュート
ラルの周知にも有効と考えます。献立表は紙面の都合
上困難ですが、給食だよりにおいて取り扱っていきた
いと考えております。
※�カーボンオフセット：削減努力を行っても避けられ

ないCO2などの温室効果ガス排出を、排出量に見
合う削減・吸収活動への投資で埋め合わせる考え
方。（環境省HP要約）
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質問項目
⃝�令和８年２月執行の第５１回衆議院議員選挙で
の本市の投票結果を踏まえた、今後の投票率向
上について

質問項目
⃝�食事が十分にとれていない児童生徒への支援に
ついて

Ｑ投票所に行かなくても投票できる、
移動投票所等の導入を進める考えは

A 人員体制等の課題で困難。投票機会
確保等は今後も調査研究を続ける

Ｑ食事が十分にとれていない
児童生徒への支援は

A 関係機関が連携し支援、今年度から
支援対象児童等見守り事業を開始

７５歳以上は投票率低下が著しいが
高齢者の投票率維持向上に向けた支援は。
公共交通が脆弱な地域では「チョイソコがうら」を利
用して頂きたい。高齢者施設等に入所の方は施設での
不在者投票や要介護５の方には郵便等を利用した投票
の利用を勧めている。その他、投票に行けない方々へ
の支援は、介護保険のサービスを利用することで、投
票所等への移動支援を受けられる場合があります。
若い世代への選挙広報について
どのように若い世代に届けるか、ＳＮＳの利用に若い
世代の意見を取り入れているのか。
若い世代の利用率の高いＬＩＮＥ・インスタ・Xを利
用して発信を行っている。発信内容は、若い世代の意
見を取り入れ興味を持ってもらう工夫が必要と考えて
います。
期日前投票の利便性向上は
期日前投票が５０％を超えている。期日前投票所の投
票時間延長や増設をするべきでは。
選挙立会人の確保や拘束時間が長くなるため、投票時
間の延長は今後の動向から慎重に判断していきます。
増設に関しては、以前に検討したが適所が確保できず、
現時点では考えていません。
他市では、当日の投票時間繰り上げや電子投票導入等
の報道がある。本市でも世相を反映した選挙のあり方
を検討しないか。
電子投票については、国政選挙では利用できず有権者
が混乱する可能性が考えられます。また、開票時間の短
縮は見込めるが費用面で課題があります。
当日の投票時間の繰り上げは、県内でも増えてきてお
り、アンケートなど有権者の意見を伺い検討します。
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食事が十分にとれない児童生徒への支援体制
食事が十分にとれていない児童生徒を学校ではどのよ
うに把握し、支援につなげているのか。
日頃の様子や教育相談、アンケート、身体測定などから
状況を把握し、欠席状況や表情、体重の変化なども含め
総合的に判断しています。必要に応じて生活支援や児童
相談所などと連携し、安全確保を最優先に対応します。

食品などを家庭へ届ける新たな訪問支援を開始
国の補助金を活用した訪問支援を一般質問で提案して
きた。今年度から新たに開始する支援対象児童等見守
り事業の実施状況は。
１０月から、民間団体と連携した「支援対象児童等見
守り事業」を開始予定です。食品などの提供をきっか
けに家庭を定期的に訪問し、生活上の困りごとを把握
するとともに、必要な支援につなげます。児童福祉に
関する相談業務の経験者を含む複数名で訪問し、孤立
防止と継続的な見守りを行います。

給食が主な食事となる子どもたちと弁当の日
給食が主な食事となっている児童生徒の存在を踏ま
え、困難を抱える家庭の子どもが傷つく可能性もある
「弁当の日」は見直すべきではないか。
弁当の日に限らず、学校生活では児童生徒が傷ついた
り疎外感を抱いたりする可能性があると認識していま
す。食事が十分にとれない児童生徒への支援は最優先
とし、必要に応じて関係機関と連携して対応していま
す。一方で、弁当の日には食育などの教育的意義があ
ることから、回数を減らして継続するとしました。
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質問項目
⃝�教育現場の現状について

ＱＩＣＴ環境の整備について
どのような目的があるのか

A 課題解決のために必要な情報活用能
力を高め、学びを深めます

ＩＣＴ環境の整備について
ＩＣＴ環境の整備により書く力の低下の懸念を踏ま
え、タブレットを使った学習にどのように取り組んで
いるか。
授業の基本は板書とノート指導であり、ノートに子ど
もたちが自分の考えをまとめて書いたり、黒板に書か
れた内容を書き写したりすることは思考の過程として
重要であると考えています。その上で、タブレット端
末を道具として活用しながら学習に取り組んでいます。
ＡＩについてどのように活用しているのか。
生成ＡＩについて、教員が校務で活用していますが、
児童生徒が作文を書いたり、作品制作をしたりすると
いった学習活動においては、未だ活用していません。
今後、学習指導要領の改訂等を注視しながら、先行事
例や研修等、教育現場におけるＡＩの活用について調
査研究していきます。

学校行事の来賓者について
行事当日における来賓者への対応について、学校ごと
に違いがあるのか。
来賓をお招きする主体は学校行事を運営する学校であ
るため、細かな対応については学校ごとに違いがある
と認識しています。例えば、入学式や卒業式におけ
る、来賓紹介の仕方については、学校の規模や式の進
行の状況など実情に応じて各校で判断しています。

修学旅行について
本市の修学旅行の際、旅行会社を介さず責任を問うこ
とが難しいような団体が関わっているのか。
本市の小中学校の修学旅行において、そのような団体
は関わっていません。
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質問項目
⃝�総合計画と個別計画、事務事業、評価の管理等
について

⃝�職員数の増減状況と組織運営について

総合計画と個別計画、事務事業、評価の管理等
市が現在行っている事務事業の総数と管理単位は。
予算計上ベースで約７００の事業があります。予算科
目で整理され、優先度の高いものを「実施計画事業」
として選定しています。
新設された「計画推進課」の役割と、個別計画との連
携は。
計画推進課は実施計画事業の進行管理や調整を担って
います。個別計画の進捗管理は各部署で行っており、
一元的に管理する仕組みにはなっていません。
各事業がどの上位計画・施策に基づいているか、一覧
で把握できる仕組みはあるか。
一覧的な資料はありませんが、主要事業は予算参考・
決算の説明書に施策体系を記載しており、どの施策に
基づくものか把握できるようになっています。
「総合計画」と「協働のまちづくり条例」の優先順位
や関係性は。
上下関係というより目的が異なります。ただし、条例
に基づく推進計画は総合計画中の個別計画として位置
づけられているという解釈です。

職員数の増減状況と組織運営について
上司への信頼や職場環境改善の具体策は。
対面でのコミュニケーションによる信頼関係の構築が
重要です。
職員の負担軽減に向けた「事務事業のスクラップ・ア
ンド・ビルド」の進め方は。
業務量調査を実施しており、現場の職員と対話しなが
ら進めていきます。
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Ｑ職員の負担を減らすスクラップ・ア
ンド・ビルドの進め方は

A 業務量調査を行い、スクラップを意
識し仕事することです
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質問項目
⃝�「重層的支援体制整備事業」の現状と制度間の
「隙間」解消および市民の不利益防止について
⃝�高圧ＣＯ２パイプライン敷設のリスクに対する
市長の権限行使と政治責任について

質問項目
⃝�立地適正化計画と公共施設の再配置について
⃝�中高生の居場所づくりについて

重層的支援体制の現状と不利益防止の仕組み
福祉等の複雑・複合化する要支援世帯への包括的支援
をする「重層的支援体制整備事業」の進捗と課題は。
部署を問わず幅広く相談を受け止めています。ひきこ
もりや認知症で支援に抵抗がある方の状況把握が困難
なことなどが課題です。
制度の隙間により医療保険が重複適用され、多額の自
己負担が生じた。再発防止のため一元的に情報を把握
し、 警告を発する仕組みや適切な助言を行う体制は。
各窓口で重層的な視点で説明を行い、関係機関と連携
して相談支援を行っています。ケアマネジャーなどと
情報を共有し、ニーズに応じた適切なサービスが提供
されるよう体制を整えます。組織として経済的負担を
回避できるよう適切に取り組みます。
ＣＯ２パイプライン敷設リスク周知と市長の責務
県の連絡会議の資料にはＣＯ２漏えい時の意識消失な
どのリスクが記されているが、市は公聴会も開催しな
い。市長の責任放棄ではないか。開催を強く求める。
安全確保は国の責任で検証されるべきものであり、市
が主体となり公聴会開催の考えはありません。検討状
況を踏まえ、適切に周知を図っていきます。 
安全確保について市が独自に科学的検証を行う体制を
構築しないか。
国の保安規制により担保されるものと認識しており、
市独自の検証などを行う考えはありません。
道路占用許可について安全確認や住民合意などが無い
許可はしないと明言しないか。
占用許可は、申請が法令に基づく基準を満たしている
か確認する手続です。住民の合意などはこの基準に含
まれていません。
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学習だけでない中高生の居場所を地域に
平岡交流センターで実施している中高生の居場所を考
えるワークショップは、子ども達の意見が尊重されそ
の意見が形になる、とてもすばらしい取組。他の交流
センターや南庁舎２階の会議室でも居場所として活用
できないか。
平岡の取組をそのまま実施することは考えていません
が、得たノウハウを活用し交流センターが中高生の居
場所、交流の場となるよう進めていきたいと考えてい
ます。南庁舎会議室の活用は現在考えていません。
コンパクトなまち国費で誘導「立地適正化計画」
居住誘導区域は市街化区域の袖ケ浦・長浦・横田駅周
辺、代宿、のぞみ野のみ。それ以外は切り捨てられて
いると感じる。誘導は強制でなく、計画の実効性は。
人口減少を見据え生活サービスやコミュニテイーが維
持されるよう居住を緩やかに誘導しますが、区域外の
既存集落の居住環境の維持にも取り組みます。５年ご
とに評価・検証を行い実効性の確保に努めます。
策定義務でないのに策定しないと国の交付金は出さな
いとするやり方は「地方自治に反する」と意見すべき。
策定することで得られる交付金の可能性もありメリッ
トとして捉えています。
公共施設の再配置の全体像見えず
３０年間で公共施設の床面積を２６％削減する目標だ
が現状は。
減もあるが、学校の増築や市庁舎整備で６５１８㎡増
加となっています。
協働のまちづくり条例があるが、身近な公共施設の今
後を市民と共に考える場をなぜ市長は持たないのか。
必要に応じて利用者アンケートや説明会等を開催し、
意見を伺いながら取組を進めています。
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Ｑ重層的支援の進捗と制度の隙間
による不利益の防止策は

A 関係機関と情報を共有し適切な支援
と体制整備に努めます

Ｑ中高生の多様な居場所を

A 中高生等の意見やニーズを踏まえ
取り組んでいきたいと考えています
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質問項目
⃝�持続可能な袖ケ浦市財政運営と将来の税収確保
について

質問項目
⃝�袖ケ浦市における公共施設のあり方について
⃝�「そでがうら・ふれあいプラン」策定方針につ
いて

今後の市税収入の見通しについて
個人市民税や法人市民税、固定資産税を含めた税収の
将来見通しとリスクについて伺う。
個人市民税は人口横ばいで微増の見込みです。法人市
民税は企業動向や原油・為替の影響を受けやすく、固
定資産税は設備投資に依存し、近年は好調であるが、
景気後退時の下振れリスクがあると認識しています。
将来を見据えた市財政の持続可能性について
人件費や公債費の増加が見込まれる中、本市財政の持
続可能性と財政調整基金の考え方について伺う。
物価高騰等の影響により厳しい財政運営が見込まれま
すが、財政調整基金は適正水準で推移しており、今後
もこの水準の確保を目指していきます。
今後、税収を増やすための取組について
個人市民税の安定確保に向け、人口流入や移住促進に
ついてどの様な施策を重視しているのか。
生産年齢人口の維持が重要であり、定住促進や就業機
会の確保に取り組んでいます。総合戦略に基づき転入
促進や転出抑制を進めるとともに、地理的優位性を活
かした施策により、活気あるまちづくりを推進します。
税収の安定化に向けた企業誘致や産業政策について、
市の考えを伺う。
既存企業の成長支援と新規企業誘致、産業の多様化に
よるリスク分散は重要と認識しています。設備投資や
成長分野への投資を促進し、企業活動を支援しながら
地域経済の活性化に努めていきます。
ふるさと納税収支改善に向けた取組について伺う。
寄附者への情報発信や関係性構築を進めるとともに、
市の魅力を活かした返礼品開拓を推進します。また、
シティプロモーションと連動した取組により、収支改
善に取り組んでいきます。

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q
A

旧総合教育センターの今後について
旧総合教育センターは通学路に面し、耐震構造がとられ
ていない。安全確保のため、解体前倒しや跡地活用を検
討すべきでは。
職員が定期巡回し、施設状況に応じて対応していま
す。解体は令和１０年度を目途に調査や費用算定を行
い、周辺住民にも配慮し計画的に進めます。跡地は教
育財産であり、まず教育施策の観点から検討します。
内陸部における余裕教室の有効活用
内陸部小学校の余裕教室を、学校の魅力向上や地域活
性化に活かすべきでは。『特認校制度』や地域活動拠点
としての活用は。
余裕教室は少人数指導教室、児童会室、放課後児童クラ
ブ等に活用しています。『特認校制度』は教育ビジョン後
期計画に位置付け、地域特性を活かした教育活動を推進
します。
難病施策と当事者参画について
ふれあいプラン見直しで、難病当事者の相談、就労、福
祉サービス利用の課題を明確に位置付けるべきでは。
難病患者への支援は次期（第５期）障害者福祉基本計画
の協議事項として整理します。国の基本指針や本市の実
情を踏まえ、施策を整理し、事業者アンケートを通じ当事
者の状況を伺うことも可能とします。
計画策定にあたり、難病当事者から直接意見を聴く場
を設け、協議会委員の拡充も検討すべきでは。
協議会で必要と判断した場合、委員以外の難病当事者
から意見や説明を聴くことも可能です。相談窓口等で
も意見把握に努めます。委員の拡充も必要に応じ協議
会で検討します。

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Ｑ袖ケ浦市の将来の税収見通しと
財政の持続性は

A 税収は微増の見込みも
厳しい財政運営を見込んでいます

Ｑ市が考える公共施設の課題と
対応方針は

A 老朽化・情勢変化・更新費用に総量
適正化、予防保全等で対応していく



草けいばの丘収穫園 ※別途、東京ドイツ村の入園料がかかります。
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＊請願・陳情の受付は8月21日までです。
＊9月定例会の予定は、8月25日に開催される議会運営委員会で正式決定されます。
＊一般質問通告一覧表は9月1日頃、ホームページに掲載する予定です。

9月定例会
日 月 火 水 木 金 土

8／23 8／24 8／25 8／26 8／27 8／28 8／29

一般質問受付 議会運営委員会

8／30 8／31 9／1 9／2 9／3 9／4 9／5
本会議
10:00～

9／6 9／7 9／8 9／9 9／10 9／11 9／12
本会議（一般質問）

9:30～
本会議（一般質問）

9:30～
本会議（一般質問）

9:30～
本会議

（一般質問予備日）
総務企画
常任委員会

9／13 9／14 9／15 9／16 9／17 9／18 9／19
文教福祉
常任委員会

建設経済
常任委員会

決算審査
特別委員会

決算審査
特別委員会

9／20 9／21 9／22 9／23 9／24 9／25 9／26

敬老の日 国民の休日 秋分の日 決算審査
特別委員会

9／27 9／28 9／29 9／30
本会議
10:00～

　東京ドイツ村内にある「草けいばの丘収穫
園」は、かつて草競馬が行われていた歴史を持
つ、自然豊かな体験農園です。
　こちらでは、5月下旬からのじゃがいも掘り
をはじめ、秋には落花生やさつまいもなど、季
節ごとに旬の味覚の収穫体験が楽しめます。
　掘り取り料金は1袋1,000円とお手頃で、時期によっては新鮮な朝採れ野菜

の直売も行われています。土に触れ、自分で収穫す
る喜びは、お子様にとっても特別な思い出になる
はず。
　ぜひご家族皆さまで、季節の
恵みを体験しにお出かけして
みませんか。

住　　所：袖ケ浦市川原井181-10　TEL：080-5016-7347
営業時間：10:00〜16:00（なくなり次第終了、要予約）
定 休 日：月～金曜日

かつては草競馬で知られていました！
草けいばの丘収穫園

袖ケ さんぽ道浦 ガウラのまち

議会だより　　　そでがうら

議会のひろば
№207　発行日：令和8年8月1日
発行：袖ケ浦市議会　編集：議会広報特別委員会
〒299-0292　袖ケ浦市坂戸市場1-1
Tel 0438-62-3450（直通）

袖ケ浦市議会
袖ケ浦市公式ホームページ

「議会のひろば」は、環境にやさし
い植物油インキおよび環境に配
慮した用紙を使用しています。

見やすく、読み間違えにくい、ユ
ニバーサルデザインフォントを
採用しています。

　あなたの声がこれからの
議会だよりを育てます。ぜひ

「もっとこうしてほしい」をお
聞かせください！率直な感想
をお待ちしています。

ア ン ケ ートに
ご協力ください

休日に行きたい！
いちおしスポット

土に触れる
楽しさを

味わってみてね！

アンケートフォームは
こちらから


